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菊
薫
る
日
に
グ
市
民
表
彰
4

各
界
に
功
労
の
十

名
の
方

魚
津
市
表
彰
規
則
に
基
づ
く
表
彰
式
は
、
菊
薫
る

日
月
2
日
間
に
市
役
所
大
会
議
室
で
関
係
者
多
数
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
次
の
十
一
個
人
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
で
晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

-
納
税
貯
蓄
功
労

木

村

竹

松

(
例
歳
)

中
央
通
り
二
丁
目
三
|
一
一
一
ニ

多
年
に
わ
た
り
、
金
屋
一
区
納
税

貯
蓄
組
合
長
と
し
て
、
納
税
思
想
の

普
及
に
努
め
、
納
税
成
績
の
向
上
に

尽
く
さ
れ
た
。

A
V

教
育
功
、
労

漂

泉

彦

吉

(ω
歳
)

並
木
町
九
|
六

永
年
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
た
。

宮

野

藤

明

(ω
歳
)

新
金
屋
二
丁
目
一
ー
ー
一
四

永
年
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
た
。

村

上

英

男

(
印
歳

緑
町
二
|
一
五

永
年
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
た
。

av
文
化
功
労

松

田

義

雄

(
位
歳
)

江
口
三
二

昭
和
初
年
か
ら
文
芸
同
人
つ
む
ぎ

社
を
主
宰
し
、
文
芸
活
動
を
通
じ
て
、

本
市
文
化
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

av
体
育
功
労

鎖
国
平
八
郎

(
日
歳
)

本
町
二
丁
目
一
ー
ー
一
二

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
体
育
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

A
V

産
業
経
済
功
労

南
塚
又
左
衛
門

(ω
歳
)

江
口
一
六
四
六

多
年
に
わ
た
り
、
片
貝
川
沿
岸
用

水
土
地
改
良
区
の
要
職
に
あ
っ
て
、

土
地
改
良
事
業
の
促
進
を
は
か
り
農

業
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

若

林

甚

松

(
侃
歳
)

東
城
二
一
二

多
年
に
わ
た
り
、
造
林
の
普
及
と

撫
育
に
努
め
本
市
林
業
の
振
興
に
尽

く
さ
れ
た
。

浅

野

為

五

郎

(ω
歳
)

新
金
屋
一
丁
目
一
ー
ー
一
五

多
年
に
わ
た
り
、
堅
地
漆
器
塗
り

の
研
究
と
後
進
の
技
術
指
導
に
努
め
、

本
市
漆
器
業
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

の
動

tJ

市
議
会
臨
時
会
一

時
会
は
、
叩
月
刊
日

一

次
の
議
案
が
議
決
承

↑

た

議

案

-

一
般
会
計
補
正
予
算

↑

般
会
計
補
正
予
算
は
、

一

予
算
の
総
額
に
三
千

+

円
を
追
加
し
、歳
入
・
↑

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
八

一

百
九
十
四
万
八
千
円

+

で
、
そ
の
主
な
内
容

一

焼
失
し
た
住
吉
市
営

事
業
費
三
千
三
百
五

無
雪
害
街
づ
く
り
計

費
五
百
万
円
を
計
上

す。

加

藤

光

雄

(
印
歳
)

末
広
町
七
|
一
四

多
年
に
わ
た
り
、
遠
洋
漁
業
の
発

展
に
努
め
、
本
市
水
産
業
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
た
。

(2) 

-
厚
生
事
業
功
労

坂

本

芳

柴

(
礼
歳
)

双
葉
町
四
l
三

多
年
に
わ
た
り
、
川
原
保
育
園
長

と
し
て
保
育
事
業
に
精
励
さ
れ
本
市

児
童
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
。

市
議
会
O
B
会
を
結
成

魚
津
市
議
O
B
が
去
る
日
日
市

役
所
に
会
し
「
鶴
声
会
」
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

同
会
員
は
四
十
二
名
で
、
会
員

の
親
睦
と
市
の
発
展
向
上
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
規
約
を
決
め
次

の
役
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

会

長

伊

東

直

二

副
会
長
長
谷
川
作
次
郎

中
尾
政
一

河
崎
浅
之
助

朝

野

治

作

吉

井

正

男

浅

尾

久

矩

大

島

信

夫

花

岡

嘉

文

市
長
、
議
長

幹

事

顧

問
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精
神
薄
弱
者
を
扶
養
し
て
い
る
臼
歳
未

満
の
方
。

・
年
金
額

一

口

月

額

二

O
、
0
0
0円

一
一
口
月
額
四
O
、
0
0
0円

.
掛
金
額

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
、
市
社
会
福
祉
課

岱
②
2
2
0
0内
線
2
2
0

付
税
金
の
免
除

・
軽
減

①
市

・
県
民
税

・
所
得
が
八
十
万
円
以
下
の
時
、

非
課
税

・
特
別
障
害
者
控
除
(
身
体
障
害

者
1
・
2
級
、
お
お
む
ね
、

I
・

Q
お
以
下
の
方
に
対
し
て
)
二
三
万
円

・
障
害
者
控
除

(
3
1
6
級
、
お

お
む
ね
I
・
Q
、
お
i
河
)
一
二
万
円

問
い
合
わ
せ
先
、
市
税
務
課
(
宮

②
2
2
0
0
内
線
2
2
9
)

②
所
得
税

特
別
障
害
者
控
除
|
一
三
万
円

障
害
者
控
除
|
|
|
二
三
万
円

③
相
続
税

障
害
者
が
財
産
を
相
続
す
る
時

障
害
程
度
や
年
齢
に
応
じ
て
税
額

控
除
さ
れ
ま
す
。

④
物
品
税

お
お
む
ね
3
級
以
上
の
身
体
障

害
者
(
日
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
)

あ
る
い
は
重
度
の
精
神
薄
弱
者
の

保
護
者
が
購
入
す
る
小
型
普
通
乗

用
四
輪
自
動
車
に
係
る
物
品
税
は

免
除
に
な
り
ま
す
。

②

・
③

・
④
の
問
い
合
わ
せ
は

魚
津
税
務
署
(
宮
@
1
3
7
0
)

⑤
自
動
車
税

・
自
動
車
取
得
税

お
お
む
ね
3
級
以
上
の
身
体
障

害
者
ま
た
は
、
そ
の
保
護
者
が
運

転
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
減
免
さ

れ
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
県
税
事
務
所

(
総
合
庁
舎
内
包
@
5
3
1
1
)

⑥
軽
自
動
車
税

対
象
者
は
⑤
に
同
じ

問
い
合
わ
せ
は
、
市
税
務
課

魚津テ・、yサン愛好会

代表 寺崎明

デッサンや彫刻と言うと-買わ

からない、むずかしいと言う観念

的な思いがあると思いますが、私

だちが却いころにだれもが、泥い

じりをしだり木をけずつだりしだ

ことが、とても楽しかっ疋ことを

覚えているはずです。

デッサン教室では、デッサンを

通して、市展に出日する彫塑作自

や、年の暮れには木版画を制作す

るなど、内容も巾広く皆わきあい

あいでとても楽しいものです。

私疋ちの教室では、第オ第3土

曜日ア時半から9時半まで、市民

研修センターで楽しい仲間と、時

間のたつのも忘れて土や木と取り

くんでいます。

皆さんも私だちと一緒になにか

作ってみませんか。

(3) 
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部
容
細
寄
包
固

ま
た
税
金
は
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
お
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ

な
面
で
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
身
近
な
税
金

に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
や
使
い

み
ち
な
ど
を
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
次
の
日
程
で
臨
時
税
務

相
談
所
を
聞
き
ま
す
の
で
、
税

金
に
つ
い
て
の
こ
と
な
ら
ど
ん

な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

今
年
も
日
月
日
日
附
か
ら
げ
日

ωま

で
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

国
や
県
や
市
は
私
た
ち
市
民
の
幸
福
と

繁
栄
の
た
め
に
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
活

動
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
月
ロ
日
附
l
U
月
日
日
幽

午
前
叩
時
1
午
後
4
時

。
と
こ
ろ
サ
ン
プ
ラ
ザ

(
一
階
)

。
と
き

年
末
調
整
の
時
期
が

や
っ
て
き
ま
し
た

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て
の

所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

の
支
給
の
と
き
に
、
源
泉
徴
収
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
年

間
の
給
与
総
額
に
対
す
る
年
税
額
と
、

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
額
と
は
一
致
し
な
い
の
が
普

通
で
す
。
こ
の
理
由
と
し
て
、

①
年
の

中
途
で
扶
養
親
族
が
異
動
す
る
場
合
が

あ
る
こ
と
。
②
生
命
保
険
料
や
損
害
保

険
料
の
控
除
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
の
税
額
計
算
の
と
き
に
は
差
引
か

れ
て
い
な
い
こ
と
。
③
毎
月
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
に
適
用
さ
れ
る
税
額
表
は
、

各
月
の
給
料
が
変
動
し
な
い
も
の
と
し

て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
最
後
に
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
と
き
に
、
そ

緊急に職を探しています/

事番長理号 希望戦傾 年骨骨 性耳IJ居校下住 希賃望金 前歴 学歴

話l 経理鞠 46 男 上口 151iP1 事務24年 高商校卒

2 事 務 58 男 本江 15百円 総銀務行部4抱0年年 中卒 普 免 |

3 ま摂醇嚇 41 男 本町 151iP1 建事務築申3年鏑 商高卒校 B普1;1簿2免

4 illiJ量士 25 男 力日積 14万円 パ2年ス速転 大建望書学ヰ 普測量士鰍免i 

5 運パ転手ス 31 男 i直下 201i1'! 自自関連叙199年年 高卒 大2f!R免

6 務自動f専H 33 男 本江 15ij刊 経コン験ク2リー1年ト 部11修 大自型~2免検査員

7 調 理 33 男 対梼 201i刊 タ日ン;ウXクH鎚F22年 中卒

8 雑役 60 男 {主主115hl'l 事車務偏検11査年お年 限梓 普 免

9 雑役 57 男 道下 131i刊 lJS. 務 舟l辛

10 雑役 56 男 末広 印刷 IJS. 務聞等

11 事 務 24 女 8茄千 事1踊科助務手 高卒 普除通算免3目級午

12 事 務 22 女 81iP1 信 貝 i町卒 普通免許

13 樹ヰ助手 24 女 91iP1 111 労?'1i司E 珠事事3級

14 庖 員 26 女 8茄干 1件 手~. 中卒
縫九li装E144 年lf. 

15 軽作業 52 女 8Ji円 111 労相苦手

16 軽作業 54 女 8朋 .!j1 '11. I~切手

17 軽作業 52 女 81.明 労舟l辛

18 軽作業 47 女 81i1'! ヲii'剛苦手

19 雑役 49 女 8 hl'l 1件 ヲ'5.I ~骨l事

20 雑役 45 女 87五千 I位 労剛ヨ手

(求職情報)

くわしいことは，魚津職業安定所(密24-0365)

へお問い合わせください。

。
第
二
回
目
ロ
月
3
日
嗣

午
後
l
時
却
分
か
ら
午
後

3
時
却
分

。
と
こ
ろ
魚
津
市
農
協

会
館
大
ホ
ー
ル

(4) 

川
鉄
正

弧
一
調
配
球
注

b
4・nb

，E
‘，.‘，
Z
E
E

・
E

・-EE-
-
E
E
E

れ
ま
で
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
の
精

算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
精
算
手

続
を

「年
末
調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

年
末
調
整
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ

て
確
定
申
告
に
代
る
大
切
な
手
続
で
あ

り
、
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
こ

の
年
末
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
納
税

が
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
に
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
が
、
年
税
額

と
比
べ
て
納
め
過
ぎ
に
な
っ
た
場
合
は
、

そ
の
納
め
過
ぎ
の
税
額
が
還
付
さ
れ
、

年
税
額
と
比
べ
て
不
足
に
な
っ
た
場
合

は
、
そ
の
不
足
分
は
年
末
調
整
が
行
わ

れ
る
今
年
最
後
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か

ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
説

明
会
(
当
日
各
種
用
紙
資
料
等
配
布
)

は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
会
社
、

事
業
所
等
の
経
理
、会
計
担
当
の
方
は
、

事
前
に
税
務
署
よ
り
案
内
状
が
来
ま
す

か
ら
指
定
の
日
に
必
ら
ず
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

。
第
一
回
目
日
月
M
日

ω午
前
9
時
初

分
1
正
午
、
午
後
l
時
初
分
1
午
後
3

時
却
分
。

年
末
調
整
と
確
定
申
告

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
「
年
末

調
整
」
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
納
税
が
完

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
改
め

て
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
て
雑
損

控
除
が
受
け
ら
れ
る
方
や
、
多
額
の
医

療
費
を
支
払
っ
て
い
る
た
め
医
療
費
控

除
が
受
け
ら
れ
る
方
、
あ
る
い
は
、
今

年
初
め
て
住
宅
取
得
控
除
が
受
け
ら
れ

る
方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
そ
れ
ら
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
の
年
収
額
が
一

、
0
0
0万

円
を
超
え
る
方
や
、
災
害
に
あ
た
っ
て

源
泉
所
得
税
の
徴
収
の
猶
予
や
還
付
を

受
け
た
方
は
、
年
末
調
整
は
し
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
確
定

申
告
を
し
て
税
金
の
精
算
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
給
与
以
外
の
所
得
が
二

O
万

円
を
超
え
る
方
や
、
二
か
所
以
上
か
ら

給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
方
も
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日

年
分
の
確
定
申
告
の
期
間
は
幻
年
2
月

日
日
か
ら
3
月
日
日
ま
で
で
す
。



O
経
団
幼
稚
園

ω名

入
国
願
書
は
、
各
幼
稚
園
、
市
教
育

委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

。
願
書
受
付
期
間

口
月
日
日
制
か
ら
初
日
悩
ま
で

(
毎
日
午
後
2
時
1

5
時
)

た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日

は
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

。
願
書
提
出
先

各
幼
稚
園
ま
た
は
、
市
教
育
委
員
会

。
入
国
資
格

市
内
在
住
の
臼
年
4
月
2
日
か
ら
日

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
幼
児

(
4

歳
児
)

住
吉
小
学
校
日
月
ロ
日
肘

上
中
島
小
学
校

日
月
日
日
肘

松
倉
小
学
校
日
月
日
日
制

坪
野
小
学
校
日
月
げ
日

ω

上
野
方
小
学
校

日
月
ロ
日
嗣

本
江
小
学
校
日
月
4
日
附

片
貝
小
学
校

さ

い

。

日

月

幻

日

働

O
該
当
者

切
年
4
月
2
日
か
ら
日
年

吉
島
小
学
校

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
す
。
日
月
日
日
幽

検
診
日
に
は
、
保
護
者
付
き
添
い
の
道
下
小
学
校

来
年
4
月

か

ら

小

学

校

へ

入

学

さ

れ

う

え

受

検

し

て

く

だ

さ

い

。

日

月

四

日

附

る

お

子

さ

ん

の

健

康

診

断

が

は

じ

ま

り

校

下

検

診

日

と

き

経

団

小

学

校

ま

す

。

大

町

小

学

校

日

月

お

日

附

保

護

者

あ

て

に

ご

案

内

し

ま

す

が

、

日

月

げ

日

ω
午
後
1
時

西

布

施

小

学

校

通

知

の

な

い

場

合

が

あ

り

ま

し

た

ら

市

村

木

小

学

校

日

月

げ

日

ω
午
後
1
時

教
委

(
学
校
教
育
課
)
へ

ご

連

絡

く

だ

日

月

刊

日

肘

午

後

1
時
ぬ
分

・
検
診
の
場
所
は
各
小
学
校
で
す
。

Z

Z
器
忽
宮
骨
密
留
軍

F
d
P
4
2器
揖
豪
語
豪
語
揖

Fdpd揖
謹
揖
豪
語

74器
Fd露
pdFd忽
語
審
詔
穆
話
器
緩
揖
語
揖

Fd揖
Fd語
諺
密
接
援
髭
揖

Fd器
援
盟
揖
援
護
緩
揖
盤
忽
語
努
接
話
多
留
忽
雷
雲
聾
髪
揖

p
d鏡
器
忽
躍

Fd揖
霧
車
忽
謹
話
語
握

F
d
p
d
z
p
d
Z種
多

4

Z謹
pd努
器
揖
穆
務
揖
器
量
揖
努
語

Y
4
F
d
z
z揖
接
語
躍

保
育
園
児
・
幼
稚
園
児

入
園
申
込
み
受
付

午
後
1
時

午
後
1
時

。
園
に
よ
っ
て
受
付
日
が
違
い
ま
す
々

午
後
1
時

松
倉
保
育
園

ω名
日

月

M
日

ω

西
布
施
保
育
園
初
名
目
月
初
日
附

野
方
保
育
園
間
名

目
月
幻
日
幽

魚
津
保
育
園
間
名
日
月
刊
日

ω

魚
津
第
二
保
育
園
川
名
日
月
ロ
日
附

上
口
保
育
園
卯
名
日
月
日
日
間

川
原
保
育
園
印
名
日
月
日
日
制

吉
島
保
育
園

m名
日
月
初
日
幽

加
積
保
育
園
初
名
日
月
四
日
嗣

本
江
保
育
園
卯
名

日
月
四
日
附

各
国
の
受
付
日
に
申
込
み
で
き
な
い

方
は
、
日
月
9
日
間
か
ら
日
月
四
日
附

ま
で
の
間
に
市
役
所
社
会
福
祉
課
へ
申

込
み
く
だ
さ
い
。

マ
各
国
で
の
受
付
時
間
は
い
づ
れ
も
午

前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

マ
受
付
場
所
は
、
希
望
さ
れ
る
保
育
園

で
行
い
ま
す
。

な
お
、
魚
津
保
育
園
は
、
幻
年
度
に

園
舎
の
改
築
計
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
育
を
一
時
他
の
施
設
で
行
う
こ
と
に

な
る
と
お
も
い
ま
す
、
あ
ら
か
じ
め
お

含
み
お
き
く
だ
さ
い
。

詳
し
い

こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
婦
人

児
童
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(包
②
2
2
0
0
内
線

m
)

V
幼
稚
園
企

園
名
及
び
募
集
人
員

O
大
町
幼
稚
園
初
名

午
後
1
時
初
分

V
保
育
園

来
年
4
月
か
ら
の
保
育
園
入
国
希
望

受
付
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
の
で
手

続
き
も
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。申
込
書
及
び
詳
し
い
説
明
書
の
用
紙

は
、
各
保
育
園
で
日
月
1
日
か
ら
お
渡

し
し
ま
す
。

。
入
園
で
き
る
基
準

入
国
で
き
る
基
準
は
、
次
の
い
づ
れ

か
に
該
当
し
、
市
内
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
場
合
で
す
。
従
っ
て
入
所
基
準

に
該
当
し
な
い
方
で
就
学
前
の
整
宵
や

集
団
生
活
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
幼
稚

園
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
、

子
供
の
保
育
に
欠
け
る
場
合

②
母
親
が
い
な
い
場
合

③
保
護
者
が
病
気
な
ど
の
た
め
、

家
庭
で
子
供
の
世
話
が
で
き
な
い

状
態
に
あ
る
場
合

。
定
員
及
ぴ
受
付
日
等

保

育

園

定

員

魚
津
愛
育
園

m名

道
下
保
育
園
削
名

青
島
保
育
園
川
名

経
団
保
育
園
間
名

住
吉
保
育
園
印
名

あ
け
ぴ
保
育
園

ω名

午
後
1
時

午
後
l
時

午
後
1
時

午
後
1
時
叩
分

就
学
児
健
康
診
断

午
後
1
時

午
後
1
時
初
分

昭和56年11月1日発行

0大会テーマ

生涯教育¥コミュニティづくり

の中核的役割を果す公民館活動

の実践方策を追求する。

0主催市公民館連絡協議会

O共 催市教育委員会

①と き 11月14日仕)

午前9時30分~午後4時

②ところ 本江公民館

③内容 ・分科会 ・全体会

日ごろの各公民館活動の成果を作

品と実技で発表します。

56年度魚津市公民館
大会の開催

広報うおづ

11 11 11 11 11 11 
月月月早月月受
24 25 17 13 11 9 イす
日日日日日日日
(刈附(刈幽附(月)

あなたと市政をむすぷ

(5) 
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秋の全国火災予防運動実施

の家」

EIJ!岡富岡冨岡喜四=16置

-統一標語@

「毎日が防火デーですぼく

ストープからはなしましょうもえやすいものは

冬
期
に
む
か
つ
て
火
気
を
取
扱
う
季

節
と
な
り
ま
す
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
火
災
件
数
も
多
発
時
期
を
む
か

え
ま
す
。
こ
の
時
期
に
あ
た
り
、
消
防

本
部
で
は
、
「
全
市
民
と
と
も
に
」

火
災

撲
滅
を
め
ざ
し
、
次
の
項
目
を
着
眼
点

と
し
て
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し

ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
0

.
重
点
目
標
と
実
施
事
項

ω
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た

焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

ア
、
身
体
不
自
由
者
等
、
寝
た
き
り

老
人
及
び
独
居
老
人
家
庭
の
防
火

安
全
指
導

イ
、
子
供
だ
け
を
残
し
て
の
外
出
は

近
所
へ
連
絡
す
る
こ
と

ウ
、
防
炎
物
品
及
び
防
炎
製
品
の
普

及
推
進
エ
、
簡
易
型
火
災
警
報
器
等
の

普
及
推
進

オ
、
火
災
用
避
難
保
護
具
の
普

及
推
進

ω
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
の

推
進
ア
、
家
庭
を
対
象
と
し
た
防
火

知
識
の
普
及
推
進

イ
、
燃
焼
機
器
の
点
検
、
整
備

の
推
進

ウ
、
天
プ
ラ
油
に
よ
る
火
災
な

ど
、
家
庭
で
起
き
や
す
い
火

災
の
初
期
消
火
方
法
の
指
導

工
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
育
成

品
申
A

レい

防
火
対
象
に
か
か
る
表
示

・

(3) 

公

表

制

度

の

推

進

一

ア
、
表
示

・
公
表
制
度
の
周
知
徹
底
一

イ
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
に
対
す
る
表
示
一

調
査
の
実
施
及
び
表
示
マ
ー
ク
の

一

交
付
の
徹
底

一

ウ
、
消
防
法
違
反
対
象
物
の
違
反
処
…

理

及

び

公

表

の

実

施

一

凶
ガ
ス
漏
れ
火
災
発
生
防
止
対
策
の

…

推

進

一

ァ
、
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
等
の
…

設
置
の
推
進

.

イ
、
ガ
ス
使
用
設
備
の
点
検
、
整
備

.

の
推
進

一

ウ
、
ガ
ス
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
一

消
費
者
を
対
象
と
し
た
防
災
教
育
一

の

実

施

一

工
、
ヒ
ュ
ー
ズ
コ
ッ
ク
、
ガ
ス
漏
れ
…

笹

報

器

の

設

置

の

指

導

一

〈消
防
本
部
〉

…

φ優良運転者の優遇措置制度・

(6) 

11月1日から実施されます。その主なものは、次のとおりです。

この制度の対象となる優良運転者とは， 富山県に住所地

を有し，4年以上の無違反者で¥かつ，次の各号のいずれかの

表彰を受け又は，過去 5年以上の無事故者で行政処分執行
時に優遇措置の申告(自己申告)をしたものである。

優遇措置の (1) 富山県内の答察署長及び地区交通安全協会長の行う

表彰
対象 (2) 富山県筈察本部長及び富山県交通安全協会会長の行

う表彰

(3) 中部管区警察局長及び中部交通安全協会会長の行う

表彰

(4) 警察庁長官及び全日本交通安全協会長の行う表彰

(1) 優遇措置の内容は，次の区分によ って行政処分の軽減

を行うこととする。

ア 欠格期間 1年閉め取消処分に係るときは，停止180日

イ 停止処分に係るときは，基準処分日数から30日を減

優遇措置の じた日数

ウ 基準処分日数が30日のときは処分猶予
内容 (2) 次に掲げるような運転の危険性の改善に効果がないと

認められるものについては適用しない。

ア 違反行為をし，警察官の合図に従わず逃走したもの

又は正当な理由がなく出頭に応じなかったもの

イ 反省の情が認められないもの

実施時期
11月1日 詳しいことは.魚津警察署交通謀または，魚津 |
市交通センターへお問い合わせください。

恐
ろ
し
い
覚
せ
い
剤
の

追
放
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
グ

覚
せ
い
剤
に
手
を
出
す
と
ど
う
な
る

の
か
1
1
1
0

「
A
さ
ん
は
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
運

転
手
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
深
夜
、
疲

れ
か
ら
眠
気
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
し
た
。
仲
間
か
ら
疲
労
と
眠
気

ざ
ま
し
に
効
く
と
い
わ
れ
、
覚
せ
い
剤

を
注
射
さ
れ
ま
し
た
。

た
し
か
に
少
々
無
理
を
し
て
も
疲
れ

な
い
し
、
錯
覚
の
た
め
に
目
が
冴
え
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
月
に
三
十
万
は

稼
い
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
全
部
を
覚

せ
い
剤
を
買
う
た
め
に
使
い
果
た
し
て

し
ま
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
意
味
も

な
く
暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
し
て
、
家
族

は
今
、
ど
こ
へ
行
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。

後
悔
し
て
い
ま
す
」

二
度
だ
け
H

の
つ
も
り
が
常
用
者

に
、
し
か
も
覚
せ
い
剤
の
密
売
に
は
暴

力
団
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
う
っ
か
り
手
を
出
す
と
暴
力
団
の

好
餌
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

も
う
想
や
幻
覚
が
。
理
由
な
き
犯
行

。
を
引
き
起
こ
す
の
で
す
。

人
間
一
人

の
身
を
滅
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
常
用
者

の
周
囲
の
方
は
、
い
つ
も
大
き
な
危
険

を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
般
市
民
に
ま
で
広
く
ま
ん
延
し
、

主
婦
や
青
少
年
へ
の
浸
透
が
目
立
つ
H

白
い
粉
の
恐
怖
。
に
つ
い
て
、
一
人
ひ

と
り
が
よ
く
知
る
と
と
も
に
、
わ
た
し

た
ち
の
周
囲
か
ら
覚
せ
い
剤
を
追
放
し

ま
し
ょ
、
っ
。
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こ
ん
な
と
き
に
は

こ
ん
な
国
民
年
金

国
民
年
金
に
は
、
皆
さ
ん
が
長
い
人

生
の
節
々
で
、
ど
ん
な
事
故
に
遭
っ
て

も
年
金
を
支
給
し
て
、
親
切
に
手
当
て

す
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い
ま
す
。

年
金
の
額
は
現
在
、
月
額
で

老
齢
年
金
が
四
万
五
、
二
七
五
円
(
二
十

五
年
納
付
)

障
害
年
金

(
一
級
)
は
五
万
六
、
三
二
五

円

障

害
年
金

(
二
級
)
が
四
万
五
、

O

五
八
円

母
子
年
金
は
六
万

O
、
O
五
八
円
(
母
子

加
算
を
含
む
)

か
婦
年
金
は
夫
が
受
け
る
老
齢
年
金
の

半
額
で
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
は
、
物
価
の
上
昇
に

合
わ
せ
て
増
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
将
来

目
減
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

次
表
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
市
役
所
国
民
年

ね
ん
き
ん
標
語

年
金
は明
る
い
老
後
の
道
し
る
べ

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
問

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

金
係
に
受
給
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

fZ死百まEさ;夫Z 受が毒をけな
芋伝JとさつRと憶の死亡父又4でj Z豆脅王怯市E 状態えるに伝千母孫がを匹、祖父父又、

なたときつが死亡夫てし

なつf気や丙 6歳5 

受年金力lT f たとき ケガ な
-:> 

で

~人.，-たさと
本人

ら

総，去たさとつ銅空が絡ιtτむ主4号で孟
哲圭ド 聖苦有具ミ

れ

車三λ合狐児lこ ) 給支

る

巴五ぃま きと

か 遺

2 

母 際

通算室高
老
年金の婦 児 子 害 制t

年 年 年 年 年
種類

金 金 金 金 金

老
齢
福
祉
年
金
の

千
円
の
支
給
停
止
は
な
ぜ
か

問

私
は
、
老
齢
福
祉
年
金
を
、
つ
け
て

い
る
も
の
で
す
が
、
ほ
か
の
方
は
、
月
一
、

五
O
O円
あ
が
っ
て
い
る
の
に
、
私
の

ぶ
ん
は
、五

O
O円
し
か
あ
が
ら
ず
、千

円
の
差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

答

福
祉
年
金
は
、
全
額
国
の
負
担
に

よ
っ
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
支
給
を
効
果
的
に
す
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
今
年
の
改
正
で
、
老
齢
福
祉
年

金
の
場
合
に
限
っ
て
、
受
給
権
者
の
配

偶
者
や
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
収
入
金

額
が
六
人
世
帯
で

ω六
百
万
円
未
満
の
と
き
は
、
月
二
万

四、

0
0
0円
(
前
年
に
く
ら
べ
て
一

五
O
O円
ア
ッ
プ
)

ω六
百
万
円
以
上
八
百
七
十
六
万
円
未

満
の
と
き
は
、
月
二
万
三
、

0
0
0円

(前
年
に
く
ら
べ
て
五

O
O円
)
で
、

千
円
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
(
停

止
期
間
は
、
今
年
の
八
月
か
ら
来
年

七
月
ま
で
で
す
)

あ
な
た
の
よ
う
に
、
五

O
O円
し
か

あ
が
ら
な
い
方
の
配
偶
者
や
扶
養
義
務

者
の
所
得
の
額
(
収
入
金
額
か
ら
必
要

経
費
を
差
し
引
い
た
残
り
の
額
)
は
、

所
得
税
法
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
等
の

有
無
及
び
人
数
に
応
じ
た
次
の
表
に
該

当
し
た
と
き
で
す
。

国民年金保険料の
所得額 族扶養教親

納め忘れはないか、
324.9-万円 0人の
573.3 とき

今一度、確かめて
349.8- l人の
598.2 とき

ください。
371.1- 2人の
619.5 とき

392.4- 3人の

保険料の納入には 640.8 とき

便利な口座振替を
413.7- 4人の
662.1 とき

おすすめします。 435.0- 5人の
683.4 とき

問

保
険
料
を
滞
納
し
た
ら
ど
う
な
り

ま
す
か
。

答

滞
納
し
て
も
、

2
年
間
分
は
さ
か

F

年
末
資
金
を
必
要
と
す
る
時
期
に

む
な
り
ま
し
た
。
中
小
企
業
者
の
皆
さ

の
ん
は
、
商
品
の
仕
入
、
買
掛
金
や
手

~
形
の
決
済
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支

九
払
い
な
ど
の
資
金
の
ご
準
備
申

}
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

お

内
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
年

内ノ

♂
末
に
備
え
て
、
十
分
な
資
金

郡

山
を
用
意
し
、
ご
利
用
を
お
待

-
J

A

ち
し
て
い
ま
す
。

V

宝

引
貸
付
け
内
容
は
次
の
と
お
辻
4

h

り
で
す
。

年

叩

・
融
資
額
一
、
八

O
O

九
万
円
以
内
(
特
定
設
備
H
二
、
七

♂

0
0万
円
以
内
)

九

・
貸
付
期
間

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、

3
年
間
、
滞
納
し
て
い
て

あ
わ
て
て
納
め
に
い
っ
た
と
す
る
と
、

2
年
間
分
は
受
け
と
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

し
か
し
、
あ
と
の
1
年
分
は
、
受
け
と

っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
そ
の
分
は
棒
に

振
る
、
つ
ま
り
納
入
期
間
に
穴
を
あ
け

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
滞
納
し
て
2
年
た
つ
と

徴
収
で
き
な
い
と
い
う
法
律
の
き
ま
り

が
あ
り
ま
す
。
う
っ
か
り
忘
れ
て
2
年

以
上
た
た
な
い
よ
う
に
注
意
が
肝
心
で

す。
ま
た
、
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
い
ま
せ
ん
と
、
も
し
交
通
事
故
な

ど
に
あ
い
、
障
害
者
と
な
っ
た
り
、
万

一
、
不
幸
に
し
て
死
亡
し
た
場
合
に
、

障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

運
転
資
金
H
5
年
以
内

設
備
資
金
H
7
年
以
内

(
特
定
設
備

H
m年
以

内

)

民

・
金

利

年

日

%

~

に

・

保
証
人

1
名

以

上

九

日
ロ

・
担

保

必

要

に

応

じ

M

aE

て
提
供
し
て
い
句

、
}

た
だ
く
こ
と
が
♂

べべ

あ
り
ま
す
o

w

トい

こ
の
ほ
か
に
資
金
使
途
な

m

z
ど
に
よ
り
諸
種
の
融
資
制
度
引

込

が

あ

り

ま

す

。

…

詳
し
い
こ
と
は
、
国
民
金
♂

融
公
庫
富
山
支
庖
へ
お
た
ず
ね
く
だ
九

さ

い

日
(8
0
7
6
4
@
1
1
9
1
)

九

F
'r 
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
作
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
月
は
心
の
健
康
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
を
し
よ
う
。

だ
ん
だ
ん
と
地
方
で
も
都
市
化
が
す

す
み
、
生
活
環
境
の
基
本
条
件
で
あ
る

緑
と
太
陽
と
の
空
間
が
次
第
に
失
わ
れ
、

人
と
人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
ち
え
も
、

と
も
す
れ
ば
忘
れ
そ
う
に
な
り
、
私
た

ち
の
生
活
も
ど
こ
と
な
く
う
る
お
い
の

な
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
毎

日
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る

方
が
、
か
な
り
い
ま
す
。

ま
ず
心
の
健
康
は
、
イ
ラ
イ
ラ
を
な

く
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
方
法
と
し
て
は
、

@

家
族
や
友
人
と
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ

げ
る
時
間
を
持
つ
こ
と
。

@

ス
ポ
ー
ツ

・
娯
楽

・
趣
味
な
ど
仕

事
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
打
ち
こ
め
る

も
の
を
も
ち
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

等
に
も
進
ん
で
参
加
す
る
こ
と
。

@

困
難
な
問
題
を
さ
け
て
通
ら
ず
に

前
向
き
に
ぶ
つ
か
っ
て
行
き
、
自
分

の
や
っ
て
い
る
こ
と
に
自
信
を
も
つ

こ
と
。

@

結
果
が
悪
く
て
も
最
悪
の
事
態
に

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
、

く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
。

@

悩
み
ご
と
は
先
輩
や
友
人
、
家
族

な
ど
に
す
ぐ
打
ち
明
け
て
相
談
す
る

こ
と
。
な
ん
で
も
話
せ
る
友
人
を
も

つ
こ
と
。

@

不
平
や
不
満
は
上
手
に
発
散
さ
せ

る
こ
と
。

@

喜
怒
哀
楽
は
、

一
人
胸
に
秘
め
て

ば
か
り
い
な
い
で
、
と
き
に
は
大
げ

さ
に
表
現
す
る
こ
と
。

心
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
れ
ば
、
職
場

で
も
家
庭
で
も
円
満
な
人
間
関
係
を
保

ち
、
老
人
に
対
し
て
も
や
さ
し
い
心
で

接
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
生
活
の
面

で
も
な
ん
の
支
障
も
な
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

そ
の
人
の
心
の
健
康
度
は
、
悪
循
環

に
出
合
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
早
く
脱

け
出
す
か
ど
う
か
で
決
ま
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
精
神
的
な
弱
点
を
自
覚

し
、
自
分
の
欠
点
は
む
し
ろ
さ
ら
け
出

し
て
、
誠
意
で
人
と
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
日
月
6
日
幽
講
演
会
、
健
康
相
談

加
積
公
民
館
午
後
1
時
か
ら

。
日
月
7
日
出
講
演
会
、
健
康
相
談

天
神
公
民
館
午
後
1
時
か
ら

。
日
月
日
日
附
講
演
会
、
健
康
相
談

下
中
島
公
民
館
午
後
1
時
か
ら

。
日
月
日
日
幽
講
演
会
、
健
康
相
談

松
倉
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
か
ら

O
日
月
日
日
同
講
演
会
、
料
理
整
室

健
康
相
談

上
中
島
公
民
館
午
前
叩
時
か
ら

-
先
月
号
の
訂
正
・

『
叩
月
号
の
歯
の
治
療
と
国
保
の
記
事
の

中
で
、
み
な
さ
ん
が
歯
医
者
に
か
か
る
時

は

H

初
診
時
に
八

O
O円
支
払
い

、
そ
の

後
、
保
険
で
定
め
ら
れ
て
い
る
金
額
の
三

割
を
支
払
う
。
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、

国
保
の
場
合
、
初
診
時
の
八

O
O円
は
、

支
払
い
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険

で
定
め
ら
れ
て
い
る
三
割
分
の
み
支
払
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
』

間
違
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

魚津市国保では，被保険者の健康増進の

ため写真のようなふみ竹を配布しています。

希望者は，保健指導員を通して申込んでく

だ、さい。

(8) 

竹
月
の
健
康
メ
モ

日
増
し
に
寒
く
な
り
、
カ
ゼ
の
流

行
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ゼ
の
民
間
療
法

マ
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
タ
マ
ゴ

酒
。
日
本
酒
の
熱
か
ん
に
砂
糖
、
タ

マ
ゴ
を
加
え
て
ミ
ッ
ク
ス
し
た
も
の
。

砂
糖
の
代
り
に
ハ
チ
ミ
ツ
を
使
っ
た

り
、
ニ
ン
ニ
ク
を
入
れ
た
り
の
変
型

も
あ
り
ま
す
。

マ
ネ
ギ
を
利
用
し
た
も
の
と
し
て
、

茶
わ
ん
に
ミ
ソ
、
き
ざ
み
ネ
ギ
を
入

れ
、
熱
湯
を
注
い
だ
も
の
が
ネ
ギ
ミ

，ノ。ネ
ギ
は
ビ
タ
ミ
ン
A
、
カ
ロ
チ
ン
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
な
ど
の
栄
養
成

分
を
含
ん
で
お
り
そ
れ
の
効
用
で
す
。

マ
ウ
メ
ボ
シ
を
使
っ
た
も
の
と
し
て
、

ウ
メ
ボ
シ
の
表
面
を
こ
ん
が
り
焼
い

て
、
湯
の
み
に
入
れ
、
熱
湯
を
注
ぎ

ま
す
。
ウ
メ
の
酸
味
が
効
き
め
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ナ
ン
テ
ン
の
実
を
と
っ
て
天
日
で
せ
ん

干
し
、
こ
れ
を
す
り
つ
ぶ
し
て
煎
じ

て
飲
む
の
が
、
と
く
に
せ
き
の
出
る

カ
ゼ
に
効
果
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
ま

す
。
ナ
ン
テ
ン
に
は
メ
チ
ル
ド
メ
ス

チ
レ
ン
と
い
う
成
分
が
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
効
く
の
だ
そ
う
で
す
。

カ
ゼ
は
ひ
き
は
じ
め
に
治
す
こ
と

が
第
一
で
、
そ
れ
に
は
か
ら
だ
を
温

め
、
安
静
に
し
、
十
分
に
睡
眠
を
と

り
体
力
の
回
復
を
は
か
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
た
だ
、
民
間
療
法
を
過
信
す
る
の

は
禁
物
で
す
。

二
、
三
日
も
治
ら
な
い
よ
う
で
し

た
ら
、
や
は
り
お
医
者
さ
ん
に
み
せ

る
べ
き
で
し
ょ
う
。
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一ーとりもどそう健康なからだをスポーツで一一 み
ん
砲
の

ま。菰

E
V

急迷に進少した tH~i化、オー トノ化の戦 。も安司"'t7，
ヤリ夕イ均、時問 T‘‘‘，'iJV I必要性

場弘、 樹酬威1問ヒ日ωされ制山tれ川Lげfた凶よ 、 、匂 ソレニ1喝曇所も -ι:.._ .~./~岨〓、

I，f.:力の01;下と健成の危機をまiJ¥、てL、ます。 長居

身体を動かさい、と筋肉やす同引く なる 干一一一一寸Jじ夜〆うち1<ントは
l に-< Iヤレ気が

ばかリ でなく、引J化された叫肋 '1".iItっ L__f耳、vrで
た身体活動や巡動 と なるので、身体 、 精神J'.の白~.~;:の l点凶となリがち で、

Ij: ~l~の能率{， Ol;下 します。 刷業なこ とを巧えるのが人liHです。あなたは

いま楽なこ とI!けを与えていませんか

日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

第

3
種
公
認
審
判
員
認
定

会
の
開
催

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ
受
講
料

マ
そ
の
他

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
事
務
局
、
魚
津
市

双
葉
町
1
の
幻

稲
盛
嘉
男
宛

(
宮

@
1
7
0
3
)

-H月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

22 23 22 15 13 8 1 と
日 日~日 日~日 日 日
(日) (月) (日) (日)幽 (日) (日) き

大会 本江

手権県予置ルポツ卜l本全パス日 球選要子会 北信李卓走主 会制昇試駐道級球大会新地民車川区 年体育大団会 市ポ少スツ! 
行

球t卓区也
事

選ケ
名

体育総A 館ロ 総合体育館 総ii育館t k 
総A 体育】自民

J 、ノ=口t 
と

ド 回グ

フ ろ
ウ

総
合
体
育
館
で

リ
ズ
ム
体
操
コ
ー
ナ
ー
開
設

総
合
体
育
館
で
は
、
女
性
の
健
康
と

若
さ
の
維
持
向
上
の
た
め
、
日
月
日
日

か
ら
ロ
月
日
日
ま
で
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
初
分
よ
り

「リ
ズ
ム
体
操
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
け
ま
す
。

中
学
生
以
上
の
方
は
、
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

全
国
林
業
普
及
協
会
主
催
の
研
修

団
の
一
員
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン

フ
国
立
公
園
を
筆
頭
に
、
世
界
最
大

の
林
業
会
社
ウ
エ
ハ
ウ
ザ
l
、
マ
ウ

ン
ト
フ
ッ
ド
営
林
署
、
オ
レ
ゴ
ン
州

立
大
学
林
業
科
等
を
研
修
す
る
機
会

を
得
、
そ
の
景
勝
に
感
嘆
し
ま
し
た
。

特
に
バ
ン
フ
国
立
公
園
は
、
ア
メ
リ

カ
大
陸
の
屋
根
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
に

ー
ー
ロ
月
の
歩
こ
う
会
|

|

ロ
月
の
歩
こ
う
会
は
、
6
日
制
に
総

合
体
育
館
で
総
会
を
聞
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
9
時
に
出
発
、

総
合
体
育
館
ま
で
歩
き
、
そ
の
あ
と
総

会
を
聞
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
8
時
印
分
ま
で
に
、

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

に
接
し
て

(9) 

魚
津
市
森
林
組
合

雛

形

要

治

あ
り
、
そ
の
管
理
体
制
は
お
お
ま

か
で
、
例
え
ば
、
山
火
事
が
起
き

て
も
別
段
消
火
活
動
を
す
る
わ
け

で
も
な
く

(人
的
被
害
が
予
想
さ

れ
な
い
限
り
)
、
枯
損
木
や
倒
れ
か

か
っ
て
い
る
木
等
を
整
理
す
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
の
管

理
の
基
本
は
人
の
手
を
加
え
ぬ
事
、

火
事
は
雨
が
消
し
、
木
は
腐
敗
す

る
ま
で
、
自
然
は
自
然
の
ま
ま
に

が
原
則
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

カ
ナ
ダ
の
大
自
然
美
は
、
そ
れ
が

故
に
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

今
回
の
研
修
視
察
で
特
に
肌
に
感

じ
た
こ
と
は
、
緑
の
必
要
性
、
植
林

の
重
要
性
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
緑
化
に
対
し
、
こ
の
研
修
か
ら

そ
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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予防接種

(インフルエンザ)

百日せき

ジフテリア

破傷風

(三種混合)

• 3歳-5歳児で、施
設等へ入っていない幼

児(保育園・幼稚園児

は各国で接種します)

• 15歳以上・高校・一般
なお、この注射は 1

-4週間の間隔で2
回接種。

それぞれ該当地区の

小学校で受けてくだ

さい。

-接種料金

3歳-5歳児=無料

15歳以上・高校 ・一

般は1回につき200円

-第 1期=3回接種

で 9月に 1回-2回

接種ずみの幼児。

種目後 1年を経過し

ている 3歳児。

あなたと市政をむすぷ 広報うおづ 昭和56年11月1日発行

13:00-14:00 

13:00-14:00 

保健だより
(11周〉

問い合わせは包22-2200
(内線 231)

松倉・片貝・加積・道下

経団 ・天神 ・西布施

母子健康手帳をご持

参ください。

今年最後の検診ですか
ら未受診の方は必ず受
けてください。
・個人票は必ずご持参
ください。

-体温は自宅で計って

きてください。

・母子健康手帳 ・印か

んをご持参ください。

※予防接種を受ける前

に次の禁忌事項に該

当する場合、今回接

種できません。

l発熱、または心臓・

じん臓 ・肝臓疾患な

どのために治療して

いる方。

2鶏卵 ・鶏肉をたべて

発しんがで与たり、下

痢をしたことのある

方。

3接種前 1年以内にけ

いれんの症状を起し

たことのある方。

4過去に、この予防接

種で副反応を起した

ことのある方。

受けなかった全地区
13:00-14:00 I 

の方

5その他、接種を行う

ことが不適当と認め

られた方は、接種で

きませんので、ご注

意ください。

。。
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日
月

n日
制

午
前
9
時
l
午
後
4
時

村
木
小
学
校
講
堂

矢
野
順
一
(
生
命
の
貯
蓄

体
操
普
及
会
主
任
教
授
)

マ
対
象
者
一
般
婦
人

マ

定

員

一

五

O
名
(
申
込
み
順
)

マ
受
講
料
無
料

マ
締
切
日

日
月
比
日
出

マ
申
込
み
先
市
役
所
生
活
環
境
課

宮
②
2
2
0
0

内
線

2
3
1

運
動
し
や
す
い
服
装
と
、

分
厚
い
く
つ
下
、
タ
オ
ル
、

中
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ

講

師

マ
そ
の
他

すら

し

そ

ば

を

伸

柱

を
世
脊

筋腹

も
め
た
ぷ
た

ι
命
説

二
矧
凶
二
一
一
一
1

一室戸一医い」

r
間
同
」
吾
邑
包
含
mh

素
晴
ら
し
き
人
生
本
と
の
出
合
い
・
・
・
③

買
い
も
の
の
前
に
本
を

買
い
も
の
の
あ
と
、
し
ま
っ
た
と
い

う
思
い
を
し
た
こ
と
は
、
ど
な
た
に
も

一
度
や
二
度
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

失
敗
し
な
い
買
い
も
の
を
す
る
た
め

に
、
参
考
に
な
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
く
ら
し
の
商
品
学
」
「
消
費
者
に
で
き

る
食
品
簡
易
テ
ス
ト
」

は
、
日
常
の
さ

ま
ざ
ま
な
商
品
に
つ
い
て
、
消
費
者
の

た
め
に
書
か
れ
た
本
で
す
。

宣
伝
や
広
告
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
安

全
で
品
質
の
よ
い
も
の
を
買
っ
て
、
か

し
こ
い
消
費
者
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

生
活
に
密
着
し
た
家
具
な
ど
は
、
十

分
満
足
で
き
る
も
の
を
買
い
た
い
も
の

で
す「
イ
ン
テ
リ
ア
の
買
い
方
選
び
方
」

は

カ
ー
ペ
ッ
ト

・
照
明
器
具
な
ど
の
選
び

方
の
コ
ツ
や
、
手
入
れ
の
仕
方
な
ど
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

……w 

お
祝
い

・
お
見
舞
い

・
中
元

・
歳
暮

な
ど
、
贈
り
物
を
す
る
機
会
は
数
多
く

あ
り
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
贈
り
物
の
参
考

に
は
、

「
人
に
宣
『
は
れ
る
贈
り
物
の
本
」

「
贈
り
物
ア
イ
デ
ア
刷
集
」

な
ど
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週
間

で
、
無
料
で
す
。

本
に
つ
い
て
の
疑
問
や
ご
相
談
は
、

お
気
軽
に
係
に
お
申
出
く
だ
さ
い
。

-
お
ね
が
い

図
書
館
の
本
が
、
あ
な
た
の
本
棚
の

す
み隅
に
な
い
で
し
ょ
う
か
。

返
し
忘
れ
て
い
る
本
が
な
い
か
、
お

た
し
か
め
く
だ
さ
い
。

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
ゆ

円
月
の
お
し
ら
せ

2
日
伺
え
い
が

何
回
側
お
は
な
し

「
え
い
が
」
「
お
は
な
し
」
み
ん
な

が
あ
づ
ま
る
の
を
ま
っ
て
い
ま
す
句

3
じ
犯
ぷ
ん
か
ら
と
し
よ
か
ん
で

ひ
ら
き
ま
す
。

-
講
座
開
催
の
ご
案
内

.
川
柳
教
室

と

き

日

月

日

日

幽

課
題
「
休
日
」
「
雑
詠
」

講
師
木
村
喜
見
城
先
生

.
古
典
に
親
し
む
会

と

き

日

月

初

日

幽

講

師

飛

世

麗

子

先

生

い
ず
れ
も

と
こ
ろ

じ
か
ん

市
立
図
書
館

午
後
l
時
ぬ
分
i

3
時
初
分

・
み
ん
な
友
だ
ち
子
ど
も
の
本

ー
障
害
者
関
係
児
童
図
書
展
i

n月
4
日
制
か
ら
刊
月
9
日
側
ま
で

視
聴
覚
室
で
展
示
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
障
害
者
の
意
義
を
理

解
し
て
も
ら
い
た
い
と
同
展
を
聞
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
0

・
新
刊
の
ご
案
内

世
界
を
見
て
し
ま
っ
た
男
た
ち
春

名

徹

叩
歳
若
く
な
る
秘
訣

松

繁

喜

坦

わ
が
青
春
の
名
車
た
ち

横

越

光

広

乳
ガ
ン
な
ん
か
に
敗
け
ら
れ
な
い

千

葉

敦

子

$
晃
横
道
に
そ
れ
ま
す
が

田
中
小
実
昌

巨
匠
の
横
顔
l

モ
ネ
か
ら
ピ
カ
ソ
|

嘉

門

安

雄

わ
た
く
し
的
未

t
人
宣
言

塩
月
弥
栄
子

い
の
%

ト
モ
よ
/
生
命
の
海
を
渡
れ

渡
辺
郁
男

・
ヤ
ヨ
ミ

ぼ
く
、
こ
ん
な
に
お
パ
カ
さ
ん
ヒ
カ
シ
ュ

l

女
と
男
の
新
し
い
人
間
関
係西

村

洋

子

茶
の
間
の
法
律
相
談

高

木

園

雄

日
本
式
支
配
者
た
ち

田
原
総
一
郎

東
海
自
然
歩
道
・
中
部
特
選
お
コ

l
ス

北
ア
ル
プ
ス
展
望
・
山
麓
の
旅

中
部
・
北
陸
ド
ラ
イ
ブ
ガ
イ
ド

みんなの

図書館
市民会館となり

魚津市下村木町

宮 22-0462
開館時間
9時30分-18時
こどものへや

土曜日 9時30分-16時
休館日
日Bld・月末 ・祝日
秋j羽10日間

県
民
技
能
講
座
ヘ

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
グ

-
版
画
コ

l
ス

と
き
日
月
日
日
目

午
前
9
時
1
午
後
3
時

内
容
年
賀
状
の
版
画
つ
く
り

(
彫
刻
万
ご
持
参
く
だ

さ
い
)

-
日
曜
大
エ
コ

l
ス

と
き
日
月
お
日
出

午
後
1
時
1
午
後
4
時

植
木
鉢
台
つ
く
り

内
，子士・

廿各
コ
ー
ス
と
も

と
こ
ろ
黒
部
高
等
技
能
学
校

対

象

年

齢

・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。

定
員
各
コ
ー
ス
と
も
却
名

申
込
み
順

受
講
料
無
料

申
込
方
法
開
校
3
日
前
ま
で

に
、
葉
書
も
し
く

は
電
話
で
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

告

0
7
6
5
@
0
2
5
1

黒
部
高
等
技
能
学
校
ま
で

。1)
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-
く
ら
し
の
一
日
教
室
開
催

富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
者
啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

賢
い
消
費
者
を

め
ざ
す
み
な
さ
ん
の
ご
出
席
を
お
ま
ち

し
ま
す
。

15月3 16月2 18月1 14 1月2 16百と
(f日J) 伏日) 的目) t日f!l 3) き

仕方楽し

れかのら 綾読の動さと プル 畿縫製品と卜
理宅管の仕方 期冬における住

再昔
らくし こ

フ

Z調官 員飾LE V 長 城村 i高社本日t二 持軍富山大恥
今盛里 富医霊高大学山

言集

良
自前 l

自11 章

時
間
は
、
い
づ
れ
も
午
後
l
時
初
分

か
ら
3
時
ぬ
分
ま
で

-
移
動
消
費
生
活
相
談
の
実
施

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
消
費
生
活
で
困

っ
て
い
る
こ
と
、
苦
情

・
意
見
等
を
お

受
け
す
る
た
め
、
富
山
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
移
動
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

マ

と

き

日
月
7
日
出

午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で

魚
津
市
農
協
会
館
4
階
ホ

I
1
3
ν
 

マ
と
こ
ろ

-
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

。
竹
馬
e
つ
く
り
柑
参
加
者
募
集

日
月
は
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調

-
狩
猟
の
解
禁

日
月
日
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
に
な
り

ま
す
。
ハ

ン
タ
ー
が
待
ち
に
待
っ
た
時

節
到
来
で
す
が
、
特
に
次
の
こ
と
に
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

-
矢
先
の
確
認

・
脱
包
の
励
行

.
転
倒
に
注
意

な
お
、
本
年
度
か
ら
3
か
年
問
、
西

布
施
地
区
制
凶
が
休
猟
区
と
な
り
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

奏会E 期前第7 
奏会 定j第固i9 U前l S望会引R志経副告

ザ 遊

会委皇制z第l ut 
モズ〆JI ジ」し映削 1m 

-守 ぎ

シ-〆 ~ミ 物

'-ク.~ 
」ン

名

2午29日H後(8寺) 午午23後f約日4(時時11133申00)分分2午22日時後l団 17日(刈 9午15時前日3(0日分) 6午14時後日3t0l分j 午午8前後日(1l20liH時寺 きーL 
午後6時

3∞円 300円 3∞円 1.4∞円
銀 -uぬO円

綾4幼学子児生1.おωおOo0内円円 場和入十
来十 学生おO円

学伎 魚津工業高等
劇場どおうっ5
闘u幼判魚大谷長t 短脳学大 学津洗足問魚 配映随給社 附新樹数育県

玉

{様
やお

者

-
国
際
障
害
者
年

「
虹
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
l
ツ
ア
l
開
催

日
本
国
際
連
合
協
会
で
は
、
国
際
障

害
者
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
完
全
参
加

と
平
等
」
の
主
旨
を
宣
伝
し
国
連
協
会

協
賛
テ
l
マ
曲
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
ブ
」

の
発
表
、
普
及
を
通
じ
て
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

マ

と

き

ロ
月
日
日

ω

午
後
6
時
初
分
か
ら

富
山
市
公
会
堂

二、

0
0
0円

マ
と
こ
ろ

マ
入
場
料

『典子は、今』

全国各地で上映中.グ

な
お
、
入
場
券
は
県
庁
内
国
連
富
山

県

本

部

富
山
市
新
総
曲
輪

一
番
七
号

宮

0
7
6
4
@
4
1
1
1
内
線
3
3

5
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

(12) 

日
月

μ
日
か
ら
全
国
各
地
で
映
画
が

封
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
リ
ド
マ
イ
ド
禍
で
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
両
腕
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
年
熊
本
市
役
所
に
は
い
ら
れ
た

辻
典
子
さ
ん
の
こ
と
は
、
明
る
い
話
題
と

し
て
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
ま
し

た
か
ら
ご
存
知
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

『典
子
は
、
今
』
は
、
辻
さ
ん
自
身

が
出
演
し
、
努
力
と
勇
気
を
も
っ
て
、

け
な
げ
な
ま
で
に
生
き
て
い
く
姿
を
、
熊

本
や
広
島

・
阿
多
田
島
の
美
し
い
山
や

海
を
背
景
に
描
き
出
し
た
も
の
で
す
。

手
の
な
い
典
子
は
、
足
を
使
っ
て
、

食
事
を
す
る
。
ミ
シ
ン
も
踏
め
ば
、
見

事
に
マ
ン
ド
リ
ン
も
弾
く
。
し
か
し
、

足
が
足
と
し
て
の
役
割
を
し
て
い
る
時
、

足
は
「
手
」
と
し
て
は
使
え
な
い
。
駅

で
切
符
を
か
う
の
に
、
財
布
か
ら
金
が

だ
せ
な
い
。
車
内
で
駅
弁
も
食
べ
ら
れ

な
し私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
手
助

け
が
何
ほ
ど
必
要
か
を
『典
子
は
、
今』

は
教
え
て
く
れ
ま
す
。

障
害
は
、
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て

つ
く
り
出
さ
れ
る
も
の
と
も
い
え
ま
す
。

小
さ
な
心
く
ば
り
を
障
害
者
に
、
そ

し
て
、
と
も
に
明
る
い
社
会
を
き
e
つ
い

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

今
月
の
L
P
G保
安
点
検
実
施
地
区

は
下
中
島

・
加
積
各
地
区
の
8
号
線
海

側
の
地
域
。点
検
に
は
、県
L
P
G協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。

宮
@

5
3
4
0

『
暮
れ
ゆ
く
日
に
、
一
つ
の
灯
が
と
も

り
、
鍋
の
沸
き
上
る
音
が
す
る
。
も
う

す
ぐ
、
タ
ご
飯
の
準
備
は
終
り
ま
す
。
』

:
元
栓
の
完
全
閉
止
、
お
忘
れ
な
く
・
:
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-
青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

青
年
海
外
協
力
隊
で
は
、
日
年
度
秋

の
隊
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

マ
資
格

初
歳
か
ら
お
歳
ま
で
の
青
年

男
女
で
、
中
堅
程
度
の
技
術
技
能
を

有
す
る
者
。

マ
派
遣
先
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

・
中

近
東

・
中
南
米

・
南
太
平
洋
の
開
発

途
上
の
国
々
。

マ
派
遣
期
間
二
年
間

マ
願
書
締
切
日
日
月
初
日
必
着

マ
応
募
説
明
会
日
月
8
日
同

午
後
1
時
か
ら
県

民
会
館
別
号
室

マ
問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
総
務
部
総
務
課
外
事
係

宮

0
7
6
4
@
4
1
1
1

内
線

3
3
5

ア
ジ
戸
・戸
フ
リ
カ
・中
南
米
な
ど
開
発
途
上
国
で
国
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

車
問
隼
E

白
河
株
乱
世
岡
引
U
M

勝
m

魚族紹介側魚;孝命Q'~然、
Li めひ

本州中部より南の沿岸の砂泥底にごく普通に見

られ、キス釣りの外道として釣れることがある。

体はきれいな赤色で、背びれと尾びれには赤い縞

模様ガあり、そのあでやかな姿から魚津では沖の

女郎(おきのじよろ〉と呼ばれる。あごの下にあ

る2本の黄色いひげで底をさぐりながら涼ぎ、ゴ
カイなどの小動物を食べる。冬においしく、昧曙

田楽や、からあげ|こして二杯酢で食べる。

マ
と
-
「
海
外
移
住
」
相
談
会

き

マ
と
こ
ろ

マ

内

容

マ
そ
の
他

5t通事故のご相談は
お気軽にどうぞ

無料でご相談に応じています

平日は午前9時30分~午後4時30分

土曜日は正午まで

。専門の相談員ガ親身になってご

相談に応じます。

。弁護士相談日 :第2・第4木曜

午後T時~4時

社団法人日本損害保険協会

富山自動車保険請求相談センター

-
小
包
の
包
装
は
し
っ
か
り
と

小
包
を
送
る
と
き
は
、
途
中
で
内
容

品
が
壊
れ
た
り
、
抜
け
出
た
り
し
な
い

よ
う
に
、
丈
夫
な
包
装
紙
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
ひ
も
な
ど
を
使
っ
て
、
内
容
品
に

応
じ
て
し
っ
か
り
と
包
装
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
特
に
、
水
分
の
多
い
も

の
を
送
る
と
き
は
、
水
分
が
に
じ
み
出

な
い
よ
う
に
厚
手
の
ポ
リ
袋
、
缶
な
ど

が
動
い
た
り
、
壊
れ
た
り
し
な
い
よ
う

金員預託

石川せき友道本町 100，000円

高島栄子三ケ 10，000円

朝野要造経団東町 50，000円

大野昭二北鬼江 2，000円

有磯信枝仏国 20，000円

深井郁夫並木町 30，000円

元野清一長引野 20，000円

一円玉で愛の手を運動推進本部奥村覚司 10，722円

三浦 茂本町二丁目 50，000円

高瀬弘行経団西町 70，000円

三由利夫新宿 50，000円

長円寺新角川二丁目 100，000円

五十嵐嘉一本江 350，000円

有沢武雄本町一丁目 5，000円

林カメラ 中央通り一丁目 20，000円

富山市桜橋通1-18住友生命的レ6階

富山調査事務所内

包0764-32-2294(直通)0764-32-1982 

1 ・納税ガイド@国民健康保険税第3期分納期限間51"=.

日
月
初
日
幽
午
後
6
時
1
9時

富
山
県
民
会
館
側
号
室

映
画
会
及
び
個
別
相
談

カ
ナ
ダ

・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
へ
移

住
房
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご

自
由
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
総
務

課
外
事
係

(2
0
7
6
4
⑪
4
1
1
1

内
線

3
3
3
)

に
十
分
な
詰
め
物
を
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

-
年
賀
は
が
き
が
発
売
さ
れ
急
手

日
年
用
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
が

日
月
5
日
肘
発
売
と
な
り
ま
す
。
な
お

・
額
印
面
の
意
匠
は
寄
付
金
っ
き
(
四

一
円
)
が
赤
色
の
「
獅
子
頭
」
寄
付
金

な
し
(
四

O
円
)
は
貰
味
だ
い
だ
い
色

の
「
熊
手
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

-
「
ミ
ニ
フ
ァ
ク
ス
」
新
登
場

電
電
公
社
の
『
ミ
ニ
フ
ァ
ク
ス
』
が

せ
い

9
月
日
日
か
ら
全
国
一
斉
に
発
売
さ
れ

ま
し
た
。

従
来
の
「
フ
ァ
ク
ス
」
に
比
べ
て
価

格
が
大
幅
に
安
く
、
A
五
判
サ
イ
ズ
の

原
稿
を
約
卯
秒
で
伝
送
で
き
ま
す
。

小
さ
く
て
経
済
的
で
し
か
も
操
作
が

簡
単
で
す
か
ら
識
で
も
気
軽
に
お
使
い

い
た
だ
け
ま
す
。
月
々
の
使
用
料
は
二
、

七
O
O円
か
ら
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

宮
②
1
0
0
0番
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い

。

魚

津

電

報

電

話

局

(13) 
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⑦ 新水族館展示コーナ-紹介

発
光
動
物
コ
ー
ナ
ー

水
族
館
の
中
で
最
も
見
せ
場
に
な
っ

て
い
る
大
海
洋
水
槽
の
向
側
に
、
発
光

動
物
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。

入
口
は
大
き
な
半
円
形
で
、
そ
の
奥

に
三
個
の
展
示
水
槽
と
、
発
光
の
状
態

の
映
像
が
写
し
出
さ
れ
る
特
殊
ス
ク
リ

ー
ン
か
ら
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
三
大
深
湾
の

一
つ
で
あ
る
富

山
湾
に
は
、
色
々
の
発
光
動
物
が
す
ん

で
お
り
、
特
に
日
本
の
海
産
発
光
動
物

を
代
表
す
る
ホ
タ
ル
イ
カ
は
、
世
界
中

の
水
族
館
の
中
で
も
飼
育
展
示
出
来
る

の
は
当
水
族
館
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
ホ
タ
ル
イ
カ

の
長
期
飼
育
が
行
え
る
よ
う
に
水
温
、

水
質
調
整
や
飼
育
水
の
ろ
過
等
の
、
生

物
飼
育
機
器
が
特
別
に
組
み
あ
わ
さ
れ

た
水
槽
構
成
か
ら
な
っ
て
い
る
。

ホ
タ
ル
イ
カ
は
産
卵
期
し
か
採
集
出

来
な
い
と
い
う
悩
み
は
あ
る
が
、
4
i

6
月
に
か
け
て
は
そ
の
神
秘
な
発
光
の

様
子
を
入
館
者
に
見
せ
よ
う
と
館
員
が

最
も
力
を
注
ぎ
、
水
槽
内
で
の
遊
泳
時

の
発
光
と
、
入
館
者
の
手
動
ス
イ
ッ
チ

で
写
し
出
さ
れ
た
発
光
の
映
像
と
が
相

ま
っ
て
、
入
館
者
の
賑
い
と
期
待
の
コ

ー
ナ
ー
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、大
正
時
代
の
初
代
の
旧

水
族
館
で
初
め
て
発
光
魚
と
し
て
発
見

さ
れ
た
マ
ツ
カ
サ
ウ
オ
を
中
心
に
腔
腸

動
物
の
ウ
ミ
サ
ボ
テ
ン
、発
光
ク
ラ
ゲ
、

発
光
魚
の
ヒ
イ
ラ
ギ
、
ヒ
カ
リ
キ
ン
メ

ダ
イ
等
シ
ー
ズ
ン
を
追
っ
て
飼
育
展
示

し
、
発
光
の
様
子
を
見
せ
る
特
異
な
コ

ー
ナ
ー
で
あ
る
。

V
昔
の
晩
秋
の
野
に
は
、
柿

の
木
に
実
が
一
つ
だ
け
残
っ

て
い
る
風
景
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
生
命
あ
る
も
の
を
全

部
採
り
つ
く
さ
ず
、
「
木
ま
も

り
」
と
し
て
、
わ
ざ
と

一
つ
残
し
た
も

の
だ
と
い
う
。
昔
は
自
然
そ
の
も
の
が

生
命
を
も
っ
て
人
間
と
共
に
生
き
て
い

た
。
時
が
移
り
世
が
変
り
、
物
が
本
位

の
よ
う
な
現
代
の
時
代
的
環
境
の
中
に

あ
っ
て
、
な
に
か
郷
愁
に
も
似
た
、
ほ

の
ぼ
の
と
心
温

ご、

ま
る
も
の
を
求

d

ミ
¥
/

め
る
気
持
が
し

h

-

h

h

/

き
り
と
つ
よ
い

h
M幽
司

一

今
日
こ
の
ご
ろ

ぷ叱
f

i

¥

で
あ
る
。

V
芸

、

I
1

術
の
秋
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
第
二
十
一
回
魚

津
市
美
術
展
が
日
月
1
日
、
市
農
協
会

館
で
開
幕
し
た
が
、
魚
津
市
最
大
の
総

合
美
術
展
に
ふ
さ
わ
し
く
、
絵
画
、書、

彫
刻
、
工
芸
、
写
真
、
華
道
の
各
部
門

に
は
、
い
ず
れ
も
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、

み
る
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

文
化
の
香
り
高
い
魚
津
市
へ
の
一
里
塚

と
し
て
、
こ
の
市
美
術
展
を
育
て
、
み

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

(14) 
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回刷/魚津印刷株式会社

圃盟理団富.
(9月末現在)
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7.9km 
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24 ，040( + 13) 
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50，042 ( + 11) 
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